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特
集
　
シ
リ
ー
ズ
比
較
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
一
八
（
二
・
完
）

国�
際
契
約
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
原
則�

―
―
パ
ナ
マ
新
国
際
私
法
典
に
お
け
る
対
等
当
事
者
間
・
非
対
等
当
事
者
間
の
契
約
準
拠
法
―
―

ヒ
ル
ベ
ル
ト
・
ブ
タ
ン�

前
田
美
千
代
／
訳�

北　

澤　

安　

紀
／
監
修

一　

�

序
論
―
―
契
約
に
お
け
る
意
思
自
治
（autonom

ism
o contractual

）
の
由
来
と
哲
学
的
基�

盤
―
―

　

当
事
者
の
意
思
そ
の
も
の
を
法
源
と
し
て
認
め
る
見
解
は
、
長
期
に
及
ぶ
ル
ネ
サ
ン
ス
期
固
有（

（
（

の
近
代
自
然
法
思
想

（iusnaturalista racionalista

）
に
由
来
す
る（

（
（

。
し
か
し
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
以
前
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、「
契
約
締
結
地
の
慣
習

一　

序
論
―
―
契
約
に
お
け
る
意
思
自
治
（autonom

ism
o contractual

）
の
由
来
と
哲
学
的
基
盤
―
―

二　

パ
ナ
マ
新
国
際
私
法
典
に
お
け
る
対
等
当
事
者
間
の
国
際
契
約
の
準
拠
法

三　

パ
ナ
マ
新
国
際
私
法
典
に
お
け
る
非
対
等
当
事
者
間
の
国
際
契
約
の
準
拠
法
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（consuetudo loci contractus

）」
と
い
う
ロ
ー
マ
法
格
言
に
依
拠
し
た
客
観
的
な
空
間
的
評
価
に
傾
倒
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
空
間

的
基
準
と
し
て
、
義
務
履
行
地
が
契
約
締
結
地
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
（le lieu de l

’exécution doit être considêrê com
e le 

locus contractus

）
と
い
う
も
の
で
あ
る（

（
（

。
確
か
に
、
主
観
的
権
限
と
し
て
の
意
思
自
治
は
、
反
因
果
的
自
由
（libertad 

contracausal

）
に
依
拠
す
る（

（
（

。
つ
ま
り
、
個
人
に
関
連
す
る
私
的
規
範
を
創
造
す
る
権
限
が
意
思
自
治
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る（

（
（

。

し
か
し
、
歴
史
的
に
は
、
フ
ー
ゴ
ー
・
グ
ロ
ー
テ
ィ
ウ
ス
が
、「
合
意
は
、
そ
れ
だ
け
で
、
義
務
付
け
る
（solus consensus 

obligata

（
（
（

）」
と
い
う
ロ
ー
マ
法
格
言
を
も
っ
て
、
意
思
自
治
の
必
要
性
を
体
系
化
し
、
近
代
合
意
主
義
（consensualism

o 

m
oderno

）
の
先
駆
け
と
な
り
、
さ
ら
に
ポ
テ
ィ
エ
に
よ
る
「
契
約
は
当
事
者
間
で
法
の
効
力
を
有
す
る
」
と
い
う
法
格
言
に
お
い

て
最
終
的
に
完
成
す
る
こ
と
に
な
る
オ
ル
レ
ア
ン
学
派
（l

’école d

’Orleans

）
の
成
果
に
よ
る（

（
（

。
こ
の
規
範
準
則
を
出
発
点
と
し
て
、

法
律
関
係
の
契
約
化
が
形
作
ら
れ
、
契
約
に
関
す
る
普
遍
的
学
説
が
提
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
異
な
る
文
化
体
系
間
の
調
和
の
媒

体
と
し
て
機
能
す
る
と
と
も
に（

（
（

、
法
律
に
よ
り
支
配
さ
れ
る
世
界
を
契
約
に
よ
り
支
配
さ
れ
る
世
界
へ
と
置
き
換
え
る
も
の
と
な
っ

た
（
（
（

。
こ
う
し
て
、
ポ
テ
ィ
エ
の
法
格
言
を
体
現
し
た
一
八
〇
四
年
フ
ラ
ン
ス
民
法（

（1
（

一
一
三
四
条
一
項
（「
適
法
に
形
成
さ
れ
た
合
意
は
、

こ
れ
を
し
た
者
に
対
し
て
法
に
代
わ
る（

（1
（

」）
の
原
則
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
各
国
民
法
典
に
影
響
を
与
え
た
の
み
な
ら
ず
、
ア
ン
ド

レ
ス
・
ベ
リ
ョ
（A

ndrés Bello

（
（1
（

）
の
起
草
に
よ
る
一
八
五
五
年
チ
リ
民
法
典
に
も
投
影
さ
れ
、
こ
の
チ
リ
民
法
典
を
継
受
し
た
中

南
米
の
各
国
民
法
典
に
も
規
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（

（1
（

。

　

し
か
し
、
当
事
者
の
自
由
領
域
と
し
て
の
契
約
自
由
の
発
展
は
、
次
の
よ
う
な
法
律
以
外
の
側
面
か
ら
影
響
を
受
け
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
産
業
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
加
え
、
当
事
者
間
に
お
い
て
契
約
取
引
に
係
る
一
定
の
不
均
衡
が
生
み
出
さ

れ
、
一
方
的
な
濫
用（

（1
（

が
生
じ
る
市
場
構
造
と
対
峙
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
国
際
契
約
は
、
対
等
当
事
者
間
の

国
際
契
約
と
非
対
等
当
事
者
間
の
国
際
契
約
に
区
別
し
て
考
慮
す
べ
き
こ
と
と
な
り
、
パ
ナ
マ
新
国
際
私
法
典
で
は
こ
の
よ
う
な
区

別
が
採
用
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
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二　

パ
ナ
マ
新
国
際
私
法
典
に
お
け
る
対
等
当
事
者
間
の
国
際
契
約
の
準
拠
法

1
　
当
事
者
自
治
の
原
則

　

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
所
産
と
し
て
発
展
し
た
当
事
者
間
の
契
約
自
由（

（1
（

お
よ
び
平
等（

（1
（

は
、
近
代
契
約
概
念
の
基
礎
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
に
基
づ
く
当
事
者
自
治
の
原
則
の
下
で
、
国
際
契
約
の
準
拠
法
指
定
（localización

）
の
手
法
は
、
国
際
私
法
独
自
の
準
拠
法

選
択
行
為
と
し
て
、
当
事
者
自
治
の
原
則
を
体
現
す
る
、
主
観
的
連
結
（localización subjetiva

）
と
い
う
基
準
が
ま
ず
検
討
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
同
様
に
、
あ
る
国
際
的
法
律
行
為
に
お
い
て
、
準
拠
法
に
つ
い
て
明
示
の
意
思
を
欠
く
場
合
、
裁
判
官
は
、
客
観

的
連
結
（localización objetiva
）
と
呼
ば
れ
る
手
法
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
国
際
私
法
の
法
文
の
定
め
に
従
い
、

当
該
国
際
契
約
に
関
連
す
る
様
々
な
連
結
点
〔
連
結
要
因
〕（factores de conexión

）
の
解
釈
を
通
じ
て
、
当
事
者
の
黙
示
意
思
の

探
求
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
各
種
実
質
法
規
範
（norm

as m
ateriales

）
の
競
合
は
、
各
種
特
別
法

規
範
の
競
合
と
し
て
生
じ
る（

（1
（

。
こ
れ
は
今
日
の
契
約
規
範
の
一
部
で
あ
り
、
ま
ず
こ
の
点
の
分
析
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
パ
ナ
マ
新
国
際
私
法
典
に
お
け
る
実
質
法
規
範
（norm

as m
ateriales

）
の
手
法

　

パ
ナ
マ
新
国
際
私
法
典
で
は
、
第
三
編
「
国
際
契
約
」
第
一
章
「
総
則
」
に
置
か
れ
た
最
初
の
条
文
（
六
七
条
）
に
お
い
て
、
ポ

テ
ィ
エ
の
準
則
の
国
際
私
法
へ
の
投
影
と
し
て
、「
契
約
か
ら
生
じ
る
義
務
は
、
当
事
者
間
に
お
い
て
法
の
効
力
を
有
し
、
法
律
の

定
め
る
制
限
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
信
義
誠
実
の
原
則
に
基
づ
い
て
、
契
約
の
定
め
に
従
い
履
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定

め
、
こ
れ
は
契
約
法
の
正
し
い
解
釈
を
目
的
と
し
た
実
質
法
規
範
と
な
っ
て
い
る（

（1
（

。

　

当
該
六
七
条
は
次
の
二
点
を
目
的
と
し
た
実
質
法
規
範
で
あ
る
。
第
一
に
、
契
約
当
事
者
が
有
す
る
法
創
造
権
限
に
つ
い
て
、
国

内
法
レ
ベ
ル
の
み
な
ら
ず
、
自
ら
の
力
（propio vigore

）
の
帰
結
と
し
て
の
意
思
自
治
に
関
す
る
国
際
私
法
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
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再
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る（

（2
（

。
契
約
法
お
よ
び
財
産
法
に
お
け
る
意
思
自
治
の
介
入
に
関
す
る
模
範
的
研
究
を
行
っ
たFrance 

D
eby-Gérard

は
、
そ
の
定
義
と
し
て
、
意
思
自
治
と
は
、
域
外
法
律
関
係
の
準
拠
法
探
索
の
た
め
の
補
足
的
手
続

（procedim
iento com

plem
entario

（
（2
（

）
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
自
体
、
判
例
を
通
じ
て
発
見
さ
れ
た
直
接
的
ま
た
は
実
質
的

（directas o m
ateriales

）
な
規
則
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
規
則
は
抵
触
法
的
手
法
（m

étodo conflictualista

）
の
補
助
的
手
法
と
し

て
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
域
外
効
力
を
有
す
る
契
約
に
お
い
て（

（2
（

、
抵
触
規
則
の
当
事
者
自
治
（regla de conflicto 

autárquica

（
（2
（

）
と
し
て
当
事
者
の
意
思
自
治
原
則
の
効
力
を
禁
じ
る
モ
ン
テ
ビ
デ
オ
条
約
に
依
拠
す
る
い
く
つ
か
の
国
際
私
法
の
反

意
思
自
治
（anti-autonom

ism
o

）
に
対
す
る
関
係
で
、
現
代
化
の
た
め
に
避
け
て
は
通
れ
な
い
側
面
を
切
り
開
く
―
―
意
思
自
治

と
い
う
―
―
実
質
法
規
範
で
あ
る（

（2
（

。

　

し
か
し
、
国
際
契
約
に
関
す
る
法
の
起
草
に
お
い
て
抵
触
法
的
性
質
を
有
す
る
実
質
法
規
範
と
い
う
制
度
を
導
入
す
る
意
図
は（

（2
（

、

た
っ
た
四
〇
年
前
に
発
見
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
そ
れ
ら
の
実
質
法
規
範
が
、
一
定
の
事
案
で
は
抵
触
法
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

注
意
を
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
れ
ら
の
実
質
法
規
範
は
、
国
内
法
の
総
体
の
一
部
分
を
構
成
す
る
も
の
の
、

国
際
的
性
質
を
有
す
る
現
実
に
適
合
し
た
補
足
的
規
範
と
し
て
、
相
互
関
係
を
有
す
る（

（2
（

。

　

契
約
当
事
者
の
裁
量
に
対
し
パ
ナ
マ
新
国
際
私
法
典
に
お
い
て
認
め
る
権
限
の
補
足
と
し
て
、
取
引
上
の
信
義
誠
実
と
い
っ
た
国

際
契
約
モ
ラ
ル
に
関
す
る
実
質
法
規
範
が
導
入
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

信
義
（buena fe

）
と
は
、
契
約
を
取
り
巻
く
強
調
す
べ
き
三
原
則
の
一
つ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
意
思
自
治
原
則
、
合
意
原
則

〔
合
意
主
義
〕、
お
よ
び
、
信
義
（bona fide

）
で
あ
る
。
信
義
は
、
合
意
さ
れ
た
事
柄
に
関
す
る
規
則
で
あ
る（

（2
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
信
義
は
、
パ
ナ
マ
国
際
私
法
典
に
お
い
て
も
統
一
法
あ
る
い
は
非
国
家
法
に
お
い
て
も（

（2
（

、
契
約
の
一
連
の
プ
ロ
セ

ス
―
―
契
約
締
結
段
階
、
契
約
段
階
お
よ
び
履
行
段
階
―
―
に
関
し
て
保
証
機
能
を
有
す
る
の
み
な
ら
ず
、
当
事
者
の
行
為
義
務
に
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関
す
る
監
督
規
則
―
―
契
約
上
の
誠
実
性
（lealtad contractual

）
―
―
と
し
て
、
国
際
契
約
制
度
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る（

（3
（

。

3
　
当
事
者
自
治
の
原
則
に
由
来
す
る
準
拠
法
選
択
の
自
由
の
範
囲

　

国
際
的
性
質
を
有
す
る
法
律
行
為
の
中
で
の
準
拠
法
選
択
が
必
然
的
に
伴
う
各
種
権
能
に
つ
い
て
体
系
的
に
明
ら
か
に
す
る
必
要

が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
国
際
契
約
に
お
け
る
法
選
択
の
自
由
は
国
内
契
約
よ
り
も
は
る
か
に
広
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
法
選

択
は
、
契
約
当
事
者
の
国
内
法
と
は
異
な
る
外
国
法
（ley extranjera

）
に
関
し
て
な
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
し
、
国
際
条
約

（convención internacional
）、
さ
ら
に
は
、
事
業
者
の
国
際
的
規
範
や
、
レ
ー
ク
ス
・
メ
ル
カ
ト
ー
リ
ア
（Lex m

ercatoria

）
に

固
有
の
（
商
）
慣
習
（uso y costum

bre

）
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

（
一
）　
外
国
法

　

国
際
的
性
質
を
有
す
る
契
約
に
関
し
て
、
当
事
者
は
、
契
約
当
事
者
の
国
内
法
と
は
異
な
る
外
国
法
を
そ
の
契
約
関
係
に
適
用
す

る
も
の
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
金
塊
の
売
買
に
関
し
て
、
エ
ク
ア
ド
ル
の
会
社
が
、
パ
ナ
マ
の
子
会
社
の
仲

介
に
よ
り
、
チ
リ
国
籍
を
有
す
る
会
社
に
金
塊
を
輸
出
す
る
取
引
で
は
、
当
事
者
は
、
紛
争
（differendum

）
に
際
し
て
、
準
拠
法

を
ス
イ
ス
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
州
法
と
す
る
指
定
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
該
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
（
商
品
）
の
証
明
に
係
る
伝
統
あ

る
中
心
地
と
し
て
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
が
広
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
州
法
の
選
択
に
関
す
る
評
価
は
、
同
法

の
中
立
性
お
よ
び
上
記
の
と
お
り
の
国
際
的
中
心
地
と
し
て
の
名
声
に
基
づ
く
も
の
と
い
え
よ
う
。

（
二
）　
条
約
法
の
選
択

　

国
際
契
約
に
由
来
し
た
、
意
思
自
治
に
基
づ
く
権
能
の
範
囲
内
で
の
準
拠
法
探
求
は
、
例
え
ば
一
九
八
〇
年
四
月
一
一
日
の

ウ
ィ
ー
ン
売
買
条
約（

（3
（

の
よ
う
に
、
契
約
当
事
者
に
よ
り
認
識
さ
れ
た
条
約
規
範
を
法
源
と
し
て
選
択
す
る
権
限
を
当
事
者
に
付
与
す

る
。
カ
ナ
ダ
と
中
国
の
間
の
穀
物
売
買
に
お
い
て
、
両
国
は
同
条
約
の
締
約
国
で
あ
る
た
め
、
契
約
当
事
者
は
（
同
条
約
に
）
容
易
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に
従
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
両
契
約
当
事
者
が
ウ
ィ
ー
ン
売
買
条
約
を
選
択
す
る
傾
向
は
、
二
つ
の
国
内
法
間
の
選
択
を
排
除
し
、

両
契
約
当
事
者
の
諸
権
利
の
局
面
に
お
い
て
中
立
的
規
範
（norm

ativa neutra

）
の
恩
恵
を
受
け
よ
う
と
す
る
点
に
見
出
さ
れ
る（

（3
（

。

同
様
に
、
海
上
運
送
契
約
に
関
し
て
は
、
運
送
人
と
荷
送
人
が
一
九
二
四
年
八
月
二
五
日
の
「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
（
船
荷
証
券
に

関
す
る
あ
る
規
則
の
統
一
の
た
め
の
国
際
条
約
）」（
ヘ
ー
グ
・
ル
ー
ル
ズ（

（3
（

）
の
よ
う
な
統
一
条
約
を
選
択
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
当
事
者
は
、
国
際
海
上
運
送
に
携
わ
る
者
ら
に
よ
く
知
ら
れ
た
国
際
条
約
を
適
用
す
る
た
め
に
、
国
内
法
の
適
用
を
回

避
し
て
い
る
。

（
三
）　
実
定
法
で
な
い
国
際
規
範
の
適
用
〔
非
国
家
法
の
適
用
〕

　

当
事
者
の
自
由
に
関
す
る
諸
権
能
の
中
で
賞
賛
で
き
る
も
の
と
し
て
、
契
約
当
事
者
が
契
約
中
に
組
み
込
む
形
で
商
慣
習
（usos, 

costum
bre y prácticas com

erciales

）
を
選
択
で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
う
し
た
契
約
へ
の
取
り
込
み
に
よ
り
当
該
商
慣
習

は
拘
束
的
ル
ー
ル
と
な
る（

（3
（

。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
商
慣
習
は
、
事
業
者
間
で
用
い
ら
れ
ま
た
知
ら
れ
て
い
る
認
知
的
、
反
復
的
ル
ー

ル
で
あ
り
、
学
説
が
レ
ー
ク
ス
・
メ
ル
カ
ト
ー
リ
ア
（Lex m

ercatoria

）
と
呼
ぶ
も
の
の
一
部
を
な
す（

（3
（

。
し
か
し
、
全
分
野
に
お

け
る
そ
の
著
し
い
発
展
に
関
す
る
曲
折
は
、
今
日
、
国
内
私
法
の
脆
弱
性
を
補
完
す
る
、
商
取
引
法
関
係
の
中
の
規
範
的
手
法
と
し

て
、
レ
ー
ク
ス
・
メ
ル
カ
ト
ー
リ
ア
（Lex m

ercatoria

）
の
法
典
化
が
唱
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
達
し
た（

（3
（

。
適
用
可
能
な
様
々
な

国
際
規
範
の
う
ち
、
パ
ナ
マ
新
国
際
私
法
典
（
七
九
条（

（3
（

）
は
、
抵
触
規
則
の
法
典
化
（codificación conflictual

）
の
中
で
、
国
際
契

約
の
領
域
に
お
け
る
、
一
種
の
混
合
規
則
（regla híbrida
）
か
つ
共
通
語
〔
通
商
語
〕（lingua franca

）
と
し
て（

（3
（

、
ユ
ニ
ド
ロ
ワ

（U
N

ID
RO

IT

）
原
則
を
適
用
す
る
余
地
を
付
与
す
る（

（3
（

。
こ
れ
は
、
自
治
的
な
仲
裁
廷
に
お
い
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
と
と
も
に
、

パ
ナ
マ
破
毀
院
に
よ
っ
て
も
認
め
ら
れ
た
こ
と
の
あ
る
事
業
者
の
商
事
規
則
の
こ
と
で
あ
る（

（4
（

。
ユ
ニ
ド
ロ
ワ
規
範
の
法
典
化
は（

（4
（

、
法

律
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
非
伝
統
的
規
範
に
着
想
を
得
た
当
事
者
の
意
思
に
よ
り
、
拘
束
的
規
則
と
な
る（

（4
（

。
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（
四
）　
当
事
者
の
意
思
に
よ
る
明
示
の
選
択
を
欠
く
場
合

　

パ
ナ
マ
新
国
際
私
法
典
（
六
九
条
）
は
、
国
際
契
約
に
お
い
て
準
拠
法
選
択
が
な
い
場
合
（ausencia de elección

）
ま
た
は
黙
示

の
選
択
の
場
合
に（

（4
（

、
一
定
の
基
準
を
導
入
す
る
。

　

こ
れ
は
、
国
際
契
約
の
解
剖
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
く
、
い
わ
ゆ
る
準
拠
法
の
客
観
的
連
結
（localización objetiva

）
の
こ

と
で
あ
る（

（4
（

。
裁
判
官
に
よ
る
準
拠
法
の
探
求
は（

（4
（

、
い
わ
ゆ
る
通
常
連
結
（conexiones generales

）
と
特
別
連
結
（conexiones 

particulares

）
に
収
斂
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
（
1
）　

通
常
連
結

　

当
事
者
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
明
示
の
法
律
を
欠
く
場
合
、
契
約
債
務
の
履
行
地
ま
た
は
締
結
地
が
準
拠
法
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、

契
約
の
営
み
が
完
成
す
る
場
所
の
法
律
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
欠
く
場
合
、
裁
判
官
は
、
国
際
契
約
の
最
密
接
関
係
地
法
を
適
用

す
る
こ
と
に
な
り（

（4
（

、
こ
れ
は
、
現
代
契
約
法
が
従
う
解
決
法
で
あ
る
。
パ
ナ
マ
新
国
際
私
法
典
で
は
、
さ
ら
に
、
最
終
手
段

（últim
a ratio

）
と
し
て
、
準
拠
法
の
探
求
に
お
け
る
一
方
的
か
つ
付
随
的
方
式
と
し
て
法
廷
地
法
（lex fori

）
の
適
用
の
余
地
を
残

す
も
の
で
あ
る
。

　
（
2
）　

特
別
連
結

　

通
常
連
結
の
他
に
、
次
の
よ
う
な
一
定
の
法
律
秩
序
に
契
約
の
密
接
関
連
性
を
方
向
付
け
得
る
特
別
連
結
が
同
時
に
存
在
す
る
。

す
な
わ
ち
、
当
事
者
が
異
な
る
国
々
に
居
住
す
る
も
の
の
国
籍
（nacionalidad

）
が
共
通
す
る
場
合
、
今
日
い
わ
ば
現
代
の
ラ
テ

ン
語
と
な
っ
て
い
る
英
語
で
作
成
さ
れ
た
場
合
を
含
め
て
、
契
約
書
が
作
成
さ
れ
た
言
語
（idiom

a

）、
合
意
さ
れ
た
通
貨

（m
oneda

）
と
い
っ
た
も
の
が
、
域
外
適
用
（aplicación extraterritorial
）
の
絶
対
法
（derecho im

perialista

）
ま
た
は
強
行
法

規
（leyes de policía

）
の
介
入
を
正
当
化
し
得
る
主
要
な
役
割
を
果
た
す（

（4
（

。
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4
　
国
際
契
約
に
お
け
る
準
拠
法
の
適
用
範
囲
―
―
準
拠
法
の
単
一
性
お
よ
び
複
数
性
―
―

（
一
）　
準
拠
法
の
範
囲
に
関
す
る
単
一
性
の
原
則

　

準
拠
法
は
、
私
法
関
係
分
野
に
お
け
る
契
約
の
成
立
お
よ
び
効
力
を
規
律
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
こ
か
ら
、
全
て
の
契
約

に
関
し
て
二
つ
の
段
階
を
区
別
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　
（
1
）　

契
約
の
成
立

　

契
約
の
成
立
の
準
拠
法
は
、
当
該
契
約
の
有
効
性
に
関
す
る
全
て
を
規
律
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
契
約
理
論
の
伝
統
に

従
っ
て
、
自
由
か
つ
任
意
の
契
約
当
事
者
の
同
意
が
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
契
約
の
原
因
〔
コ
ー
ズ
〕
お
よ
び
目

的
の
正
当
性
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
契
約
の
原
因
〔
コ
ー
ズ
〕
お
よ
び
目
的
の
正
当
性
の
基
礎
に
つ
い
て
も
一
般
契
約
法
制
に
従

う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
契
約
の
全
要
素
に
関
し
て
見
る
と
、
パ
ナ
マ
国
際
私
法
典
の
契
約
準
拠
法
の
規
定
は
当
事
者
自
治
（
主

観
的
連
結
）
と
そ
う
で
な
い
客
観
的
連
結
の
双
方
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
た
め
、
契
約
準
拠
法
（lex contractus

）
の
及
ば
な
い
も

の
が
あ
る
。

　

契
約
当
事
者
の
行
為
能
力
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
大
陸
法
の
抵
触
規
則
の
伝
統
の
中
で
、
契
約
当
事
者
の
属
人
法
主
義
に

従
う
。
こ
の
た
め
、
契
約
す
る
た
め
の
能
力
は
、
契
約
準
拠
法
（lex contractus

）
で
は
な
く
、
チ
リ（

（4
（

、
パ
ナ
マ（

（4
（

、
フ
ラ
ン
ス（

（5
（

の
各

国
際
私
法
に
関
し
て
は
属
人
法
主
義
に
従
う
こ
と
に
な
る
。

　
（
2
）　

契
約
の
効
力

　

あ
ら
ゆ
る
双
務
契
約
の
効
力
は
、
例
え
ば
次
に
述
べ
る
よ
う
な
点
に
つ
い
て
、
当
事
者
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
同
一
法
に
従
う
こ
と

に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
拘
束
力
（fuerza obligatoria

）、
契
約
の
解
釈
準
則
（reglas de interpretación

）、
債
務
の
完
成

（perfeccionam
iento de la obligación

）、
売
買
で
あ
れ
ば
契
約
の
目
的
た
る
物
の
引
渡
し
や
反
対
債
務
と
し
て
の
支
払
い
（pago

）、
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国
際
的
な
契
約
責
任
制
度
（régim

en de responsabilidad contractual

）
の
中
の
保
証
人
に
対
す
る
直
接
訴
権
（acción directa

）、

契
約
の
対
第
三
者
概
念
（noción de tercero vis a vis

）
の
こ
と
で
あ
る
。

（
二
）　
契
約
準
拠
法
の
分
割
指
定
（dépeçage

）

　
（
1
）　

国
際
私
法
の
固
有
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
の
分
割
指
定

　

分
割
指
定
（dépeçage

）
は
、
あ
ら
ゆ
る
契
約
の
可
分
か
つ
機
能
的
構
造
に
固
有
の
現
象
で
あ
り
、
当
該
実
務
は
様
々
な
取
引
に

お
い
て
行
わ
れ
る（

（5
（

。

　

契
約
に
固
有
と
い
う
の
は
、
つ
ま
り
、
そ
の
争
い
の
な
い
範
囲
内
で
、
あ
ら
ゆ
る
合
意
は
、
国
内
法
お
よ
び
国
際
私
法
に
お
い
て
、

一
方
で
存
在
お
よ
び
有
効
性
に
関
す
る
制
度
、
他
方
で
合
意
の
効
力
に
関
す
る
制
度
に
分
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

超
国
家
的
ま
た
は
国
際
的
側
面
に
お
い
て
、
国
際
私
法
典
の
規
則
か
ら
導
か
れ
る
よ
う
に
、
形
式
的
存
在
ま
た
は
形
式
的
な
存
在

論
的
価
値
お
よ
び
そ
の
有
効
性
は
、
契
約
を
規
律
す
る
法
律
に
従
う
こ
と
と
な
る（

（5
（

。

　

同
時
に
、
契
約
の
無
効
は
、
そ
の
有
効
性
に
異
議
の
唱
え
ら
れ
た
契
約
の
中
で
、
形
式
的
成
立
要
件
（
方
式
）
の
無
効

（nulidades de form
a

）
と
実
質
的
成
立
要
件
の
無
効
（nulidades de fondo

）
が
区
別
さ
れ
得
る
こ
と
と
な
る（

（5
（

。

　

消
滅
時
効
お
よ
び
取
得
時
効
の
二
元
性
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
時
効
は
権
利
の
消
滅
や
存
続
を
生
じ
さ
せ
る
も
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
事
実
関
係
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
、
権
利
の
存
在
ま
た
は
消
滅
に
関
し
て
、
時
間
の
経
過

と
い
う
事
実
が
権
利
関
係
に
変
更
を
も
た
ら
す
点
で
共
通
す
る（

（5
（

。

　
（
2
）　

複
数
の
法
律
の
複
数
の
抵
触
に
お
け
る
分
割
指
定
（dépeçage
）

　

パ
ナ
マ
国
際
私
法
典
は
、
分
割
指
定
（dépeçage

）
を
取
り
入
れ
て
お
り（

（5
（

、
法
律
行
為
の
性
質
お
よ
び
準
拠
法
の
可
分
性
が
そ
れ

を
許
容
す
る
限
り
、
単
一
の
法
律
関
係
を
二
つ
以
上
の
法
律
に
従
わ
せ
る
権
限
を
当
事
者
が
享
受
す
る
こ
と
を
定
め
る
。
こ
れ
は
、
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資
産
ま
た
は
財
産
の
管
理
契
約
に
お
い
て
特
徴
的
で
あ
る（

（5
（

。

　

分
割
指
定
の
歴
史
お
よ
び
出
現
は
、
パ
ナ
マ
の
実
用
主
義
的
な
固
有
立
法
に
始
ま
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
国
際
信
託
制
度
に
見

出
す（

（5
（

。
一
例
と
し
て
、
遺
言
信
託
は
、
遺
言
者
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
運
用
お
よ
び
財
産
計
画
に
お
い
て
、
遺
言
信
託
の
有
効
性
〔
成

立
〕
に
つ
い
て
は
パ
ナ
マ
法
に
従
う
が
、
そ
の
効
力
す
な
わ
ち
管
理
お
よ
び
執
行
に
つ
い
て
は
財
産
が
所
在
す
る
地
の
法
に
従
わ
せ

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
チ
リ
の
投
資
家
に
よ
り
パ
ナ
マ
の
裁
判
管
轄
内
で
設
定
さ
れ
た
信
託
に
つ
い
て
、
そ
の
設
定
登
記
に
つ
い

て
は
パ
ナ
マ
法
に
従
う
こ
と
に
な
る
が
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
あ
る
当
該
資
産
の
移
転
お
よ
び
管
理
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
州
法
に
従
う
こ
と

に
な
る
。

　

同
様
に
、
国
際
的
に
財
産
を
有
す
る
私
益
財
団
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
準
拠
法
の
分
割
指
定
を
構
想
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（5
（

。
こ

の
こ
と
は
、
様
々
な
締
約
国
間
に
お
け
る
域
外
効
力
を
生
じ
る
不
動
産
抵
当
法
に
関
す
る
中
米
条
約
案
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

分
割
指
定
は
、
国
際
契
約
の
準
拠
法
に
関
す
る
一
九
八
四
年
の
メ
キ
シ
コ
条
約
（
失
効
）
に
お
い
て
も
原
則
と
し
て
取
り
入
れ
ら

れ
た
も
の
で
あ
っ
た（

（5
（

。

　

こ
の
原
則
は
、
契
約
当
事
者
が
、
そ
の
契
約
を
、
望
ま
し
く
柔
軟
か
つ
適
切
な
準
拠
法
に
適
合
さ
せ
得
る
た
め
に
、
比
較
法
の
専

門
家
た
る
国
際
私
法
学
者
に
と
っ
て
決
定
的
重
要
性
を
放
つ
も
の
で
あ
る
。

三　

パ
ナ
マ
新
国
際
私
法
典
に
お
け
る
非
対
等
当
事
者
間
の
国
際
契
約
の
準
拠
法

1
　
背
　
景

　

国
際
私
法
の
側
面
で
非
対
等
当
事
者
間
の
契
約
（contratos entre desiguales
）
を
問
題
と
す
る
場
合
、
非
対
称
契
約
（contratos 

asim
étricos

）
を
直
接
的
に
想
起
さ
せ
よ
う
。
非
対
称
契
約
で
は
、
契
約
に
お
い
て
一
方
的
に
約
款
（condiciones generales

）
を
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課
す
な
ど
、
契
約
当
事
者
の
一
方
の
経
済
的
ま
た
は
法
的
優
位
性
に
よ
り
、
当
事
者
平
等
原
則
が
実
際
上
不
在
と
な
る
。

　

国
際
私
法
関
係
に
お
け
る
契
約
の
均
衡
（equilibrio contractual

）
の
探
求
お
よ
び
確
定
に
関
す
る
懸
念
が
呼
び
起
さ
れ
た
の
は
、

一
九
世
紀
後
半
の
こ
と
で
あ
る
。
荷
送
人
に
対
す
る
、
船
主
ま
た
は
運
送
人
の
責
任
を
導
入
し
た
の
は
、
米
国
に
お
け
る
一
八
九
六

年
二
月
一
三
日
公
布
の
ハ
ー
タ
ー
法
（H

arter A
ct

）
で
あ
り（

（6
（

、
こ
れ
に
よ
り
、
国
際
物
品
輸
送
の
場
面
に
お
け
る
運
送
人
の
免
責

約
款
は
消
滅
し
た
。
こ
れ
は
後
に
、
一
九
二
四
年
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
〔
船
荷
証
券
に
関
す
る
あ
る
規
則
の
統
一
の
た
め
の
国
際
条

約
〕
と
な
る
船
荷
証
券
統
一
契
約
（contrato tipo Bill of Lading

）
を
導
入
す
る
原
型
と
な
っ
た
。
こ
の
条
約
は
、
海
上
分
野
に
お

け
る
条
約
に
基
づ
く
公
序
規
則
（reglas de orden público convencional

）
を
導
入
す
る
国
際
物
品
運
送
に
関
す
る
も
の
で
あ
る（

（6
（

。

　

二
〇
世
紀
の
社
会
は
、
社
会
の
集
団
化
お
よ
び
現
代
生
活
の
標
準
化
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
り
附
合
契
約
と
い
う

類
型
が
出
現
し
た（

（6
（

。
附
合
契
約
と
は
、
当
事
者
間
に
お
け
る
議
論
や
交
渉
を
欠
く
こ
と
に
よ
り
特
徴
づ
け
ら
れ
る
契
約
で
、
こ
こ
で

は
、
よ
り
強
力
な
当
事
者
が
契
約
条
件
を
押
し
付
け
る
こ
と
に
な
る（

（6
（

。

　

現
代
型
の
契
約
で
は
、
契
約
当
事
者
間
の
不
均
衡
が
存
在
す
る
た
め
、
国
内
法
お
よ
び
国
際
私
法
は
こ
の
よ
う
な
契
約
モ
デ
ル
に

対
峙
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
契
約
締
結
に
お
け
る
当
該
現
象
は
、
非
対
称
契
約
ま
た
は
非
対
等
当
事
者
間
の
契
約
の
中
で
の
契
約

自
由
の
原
則
の
濫
用
に
対
し
て
、
裁
判
官
は
、
契
約
を
規
律
す
る
衡
平
（equidad

）
を
用
い
て
解
決
す
る
こ
と
を
迫
ら
れ
て
い
る（

（6
（

。

　

同
様
に
、
金
融
契
約
や
財
産
管
理
契
約
―
―
信
託（

（6
（

―
―
と
い
っ
た
複
雑
な
契
約
手
法
が
出
現
し
、
こ
れ
ら
の
契
約
で
は
、
銀
行
部

門
に
お
い
て
よ
り
多
く
の
情
報
を
有
す
る
当
事
者
が
投
資
の
世
界
に
お
い
て
優
位
に
立
つ
た
め
、
特
別
法
レ
ベ
ル
で
の
銀
行
利
用
者

の
保
護
に
よ
っ
て
対
応
し
て
い
る（

（6
（

。

2
　
消
費
者
契
約
の
準
拠
法

　

こ
こ
五
〇
年
の
間
に
、
製
造
分
野
と
消
費
分
野
の
間
の
経
済
的
不
平
等
が
ま
す
ま
す
深
刻
と
な
り
、
広
告
の
発
達
、
消
費
者
信
用
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取
引
の
急
増
と
と
も
に
、
消
費
者
と
呼
ば
れ
る
新
た
な
市
場
主
体
が
被
害
を
受
け
る
タ
イ
プ
の
契
約
が
多
様
化
し
拡
大
し
た（

（6
（

。

　

消
費
者
契
約
に
お
い
て
強
調
す
べ
き
基
本
的
な
点
は
三
つ
あ
り
、
国
際
消
費
者
契
約
に
お
い
て
も
特
別
な
対
応
を
要
す
る
部
分
で

あ
る
。
第
一
に
意
思
自
治
原
則
に
対
す
る
制
限
、
契
約
は
法
律
の
効
力
を
有
す
る
と
い
う
原
則
に
対
す
る
制
限（

（6
（

、
そ
の
結
果
と
し
て
、

附
合
契
約
に
お
い
て
消
費
者
の
権
利
の
あ
ら
ゆ
る
放
棄
と
な
る
よ
う
な
場
合
は
契
約
無
効
に
よ
る
制
裁
を
受
け
る（

（6
（

。

　

パ
ナ
マ
新
国
際
私
法
典
に
導
入
さ
れ
た
抵
触
規
則
の
構
造
は
、
消
費
者
が
国
際
的
法
律
行
為
に
お
い
て
弱
者
た
る
当
事
者
（la 

parte m
ás débil

）
で
あ
る
と
い
う
前
提
か
ら
出
発
し
、
消
費
者
の
選
択
で
国
際
私
法
に
お
け
る
司
法
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
連
結
点

（conexión

）
の
確
定
基
準
を
柔
軟
化

0

0

0

す
る
。
す
な
わ
ち
、
弱
者
側
の
当
事
者
（parte m

ás débil

）
に
つ
い
て
は
、
最
終
名
宛
人
と

し
て
の
製
品
ま
た
は
役
務
の
取
引
に
由
来
す
る
あ
ら
ゆ
る
権
利
の
救
済
の
た
め
に
消
費
者
住
所
地
国
の
法
廷
に
訴
え
を
提
起
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
契
約
締
結
地
の
法
、
ま
た
は
、
消
費
者
利
益
優
先
原
則
に
よ
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
消
費
者
に
と
っ
て
最
も
有
利
な
法
を
準
拠

法
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
前
の
抵
触
規
則
の
構
造
は
、
原
告
（
消
費
者
）
の
住
所
地
法
（foro dom

iciliario

）、
被
告
住
所
地
法
（forum

 rei

）
ま
た
は
契

約
締
結
地
法
の
間
で
段
階
的
連
結
（conexión en cascada

）
ま
た
は
選
択
的
連
結
（conexión alterna

）
を
許
容
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
抵
触
規
則
の
最
終
項
に
含
ま
れ
る
、
消
費
者
利
益
優
先
原
則
に
よ
り
、
消
費
者
の
保
護
を
目
的

と
し
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
（forum

 shopping
）
が
行
わ
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
た（

（7
（

。

　

消
費
者
利
益
優
先
（interés superior del consum

idor
）
の
解
釈
お
よ
び
規
則
に
加
え
て
、
消
費
者
が
享
受
す
る
法
廷
地
の
複
数

性
は
、
特
に
隠
れ
た
瑕
疵
の
事
案
や
仲
介
業
者
を
通
じ
て
取
得
し
た
商
品
の
事
案
に
お
い
て
消
費
者
が
遭
遇
す
る
思
い
が
け
な
い
紛

争
に
対
し
て
、
消
費
者
の
諸
権
利
を
保
護
し
、
ま
た
、
域
外
局
面
に
お
け
る
消
費
者
の
た
め
の
選
択
肢
の
範
囲
に
つ
い
て
、
少
な
く

と
も
、
形
式
的
に
、
均
衡
を
取
り
戻
す
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
。
当
該
所
定
の
抵
触
規
則
の
中
で
、
訴
訟
目
的
物
の
額
〔
訴

額
〕
に
従
い
責
任
を
負
担
す
べ
き
製
造
者
の
事
業
所
（sede social

）
の
所
在
地
法
を
適
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
ま
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さ
に
（
仲
介
業
者
を
通
じ
た
商
品
の
取
得
に
お
い
て
）
消
費
者
の
便
益
と
な
る
損
害
賠
償
を
保
障
す
る
た
め
で
あ
る（

（7
（

。

3
　
労
働
契
約
の
準
拠
法

　

世
界
化
ま
た
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
国
際
取
引
の
分
野
に
お
い
て
の
み
生
じ
る
わ
け
で
は
な
い
。
巨
大
企
業
ま
た
は
多
国
籍
企
業

が
、
北
半
球
に
位
置
す
る
国
々
か
ら
南
半
球
に
位
置
す
る
国
々
ま
で
、
技
術
移
転
や
投
資
の
た
め
の
有
効
な
媒
体
で
あ
る
こ
と
か
ら（

（7
（

、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
現
象
は
、
会
社
の
一
般
社
員
〔
労
働
者
〕、
執
行
役
員
ま
た
は
支
配
人
〔
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
〕
の
様
々
な
国
へ
の
海
外

転
勤
〔
国
外
移
住
〕
と
し
て
知
ら
れ
る
事
態
に
直
結
し
、
こ
の
た
め
に
、
伝
統
的
に
知
ら
れ
る
使
用
者
（em

pleador

）
の
概
念
を
複

雑
な
も
の
と
す
る（

（7
（

。
同
様
に
、
地
域
統
合
の
各
フ
ェ
ー
ズ
も
ま
た
、
職
業
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
欧
州
経
済
共
同
体

（Com
unidad Económ

ica Europea
）〔
欧
州
連
合
〕、
ア
ン
デ
ス
貿
易
協
定
（Pacto A

ndino

）〔
ア
ン
デ
ス
共
同
体
〕、
メ
ル
コ
ス
ー

ル
（M

ercosur

）〔
南
米
南
部
共
同
市
場
〕
と
い
っ
た
多
様
な
地
域
統
合
シ
ス
テ
ム
で
は
、
あ
る
段
階
で
、
労
働
組
合
（sindicato

）
と

呼
ば
れ
る
労
働
者
組
織
と
衝
突
し
ま
た
は
対
峙
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
域
外
効
力
を
有
す
る
集
団
協
定
が
そ
の
一
例
で
あ
り
、
ス
カ

ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
諸
国
の
よ
う
な
同
質
的
経
済
で
は
と
り
わ
け
経
験
さ
れ
る
現
象
で
あ
る
。

　

欧
州
連
合
に
お
け
る
一
例
を
見
て
み
よ
う
。
フ
ラ
ン
ス
の
製
薬
会
社
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
医
薬
情
報
担
当
者
は

ベ
ネ
ル
ク
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
労
務
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
同
人
は
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
労
働
契
約

を
締
結
し
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
解
雇
さ
れ
た
。
こ
の
場
合
の
域
外
法
律
関
係
の
準
拠
法
は
ど
う
な
る
か
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、

契
約
締
結
地
法
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
法
が
あ
り
得
る
が
、
解
雇
通
知
が
直
接
の
契
約
の
相
手
方
で
は
な
い
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
支
社
か
ら
行

わ
れ
た
た
め
、
労
働
契
約
の
終
了
を
規
律
す
る
法
律
は
い
ず
れ
と
な
る
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
ま
た
、
当
該
製
薬
会
社
の
支
社

が
オ
ラ
ン
ダ
に
て
閉
鎖
さ
れ
た
と
い
う
場
合
も
想
定
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
下
に
お
い
て
は
、
事
業
所
所
在
地
（la sede social

）

の
法
を
適
用
す
る
の
が
明
確
で
あ
ろ
う（

（7
（

。
こ
の
場
合
の
事
業
所
所
在
地
と
は
、
複
数
の
法
域
を
移
動
す
る
労
働
者
に
対
す
る
関
係
で
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恒
常
的
な
も
の
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
域
外
労
働
関
係
の
債
務
者
た
る
使
用
者
の
事
業
所
所
在
地
の
こ
と
で
あ
る
。

（
一
）　
抵
触
規
則
の
基
準
―
―
個
人
お
よ
び
集
団
―
―

　

労
働
国
際
私
法
に
お
い
て
、
国
際
的
性
質
を
有
す
る
あ
ら
ゆ
る
労
働
法
律
関
係
の
準
拠
法
は
労
務
提
供
地
の
法
〔
義
務
履
行
地
法
〕

で
あ
る
と
い
う
の
が
黄
金
律
と
な
っ
て
い
る（

（7
（

。

　

義
務
履
行
地
法
（lex executioni

）
は
、
労
務
提
供
が
完
了
す
る
場
所
の
法
律
で
あ
り
、
労
働
契
約
へ
の
適
用
に
あ
た
り
自
然
な

法
律
で
あ
る
。
労
務
提
供
地
は
、
パ
ナ
マ
国
際
私
法
典
八
九
条
に
定
め
ら
れ
た
労
働
法
の
適
用
の
た
め
の
決
定
的
な
点
と
な
る
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
個
人
労
働
者
の
一
時
的
な
海
外
勤
務
は
、
海
外
派
遣
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
と
の
間
で
合
意
さ
れ
た
権
利
義

務
の
確
実
性
ゆ
え
に
、
契
約
準
拠
法
（lex contractus

）
に
従
う
。
契
約
準
拠
法
（lex contractus

）
は
、
パ
ナ
マ
人
に
と
っ
て
は
、

移
住
先
国
の
外
国
法
が
パ
ナ
マ
法
よ
り
も
保
護
の
程
度
が
低
い
場
合
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
な
お
、
六
か
月
以
上
の
長
期
に
わ
た

る
海
外
勤
務
と
な
る
場
合
は
、
補
充
法
と
し
て
の
外
国
法
が
適
用
さ
れ
る
。
最
後
に
、
国
際
線
航
空
会
社
で
働
く
社
員
の
よ
う
に

ベ
ー
ス
と
な
る
国
と
は
別
に
複
数
国
で
労
務
提
供
す
る
場
合
な
ど
、
労
働
法
律
関
係
に
お
け
る
場
所
の
多
様
性
が
問
題
と
な
る
ケ
ー

ス
で
は
、
前
述
の
原
則
で
あ
る
、
自
然
人
に
つ
い
て
は
労
働
者
の
住
所
地
、
法
人
に
つ
い
て
は
事
業
所
所
在
地
の
法
を
適
用
す
る
原

則
に
従
う
こ
と
に
な
る
。

（
二
）　
合
意
に
基
づ
く
労
働
関
係

　

集
団
的
性
質
を
有
す
る
労
働
関
係
に
お
い
て
は
、
抵
触
規
則
は
は
る
か
に
明
確
で
あ
る
。
国
内
法
の
法
源
と
し
て
の
労
働
協
約
が

国
境
を
越
え
、
当
事
者
た
る
労
働
組
合
と
使
用
者
た
る
企
業
が
両
者
と
も
に
多
国
籍
で
あ
る
場
合（

（7
（

、
こ
れ
を
規
律
す
る
法
源
は
、�

―
―
多
国
籍
労
働
組
合
と
多
国
籍
企
業
―
―
の
交
渉
力
に
関
す
る
平
等
原
則
（el principio de igualdad

）
に
依
拠
す
る
。

　

こ
う
し
て
、
パ
ナ
マ
国
際
私
法
典
に
よ
り
提
示
さ
れ
た
抵
触
規
則
は
、
労
働
協
約
の
領
域
に
お
い
て（

（7
（

、
一
方
で
意
思
自
治
原
則

（regla de la autonom
ía de la voluntad

）、
他
方
で
義
務
履
行
地
法
（la ley del lugar de ejecución

）
に
分
解
さ
れ
る
。
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現
行
の
抵
触
規
則
の
構
築
は
、
常
に
国
家
統
制
に
染
ま
り
や
す
い
社
会
科
学
分
野
の
中
に
あ
っ
て
当
事
者
の
意
思
自
治
規
則
を
維

持
す
る
。

　

労
働
組
合
と
使
用
者
は
、
単
な
る
個
別
的
法
律
関
係
た
る
個
人
労
働
契
約
と
は
異
な
り
、
対
等
に
交
渉
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

意
思
自
治
原
則
は
労
働
協
約
に
お
い
て
は
有
効
な
現
行
ル
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。（
欧
州
連
合
な
ど
の
）
共
同
体
レ
ベ
ル
で
は
、
国
際

的
な
労
働
組
合
活
動
の
領
域
に
お
け
る
規
律
が
、
あ
る
企
業
グ
ル
ー
プ
（
多
国
籍
企
業
）
内
部
の
個
別
規
範
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る

労
働
者
に
拡
張
さ
れ
る（

（7
（

。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
労
働
協
約
は
、
折
り
合
い
を
つ
け
て
規
律
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
手
法
は
、
最
低
五
年
間
の
集

団
的
講
和
（paz colectiva

）
を
交
わ
し
書
面
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
最
低
五
年
と
い
う
ル
ー
ル
は
、
様
々
な
国
内
法
廷
で
認
め
ら

れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
抵
触
規
則
の
構
造
に
は
あ
る
欠
陥
が
存
在
す
る
。
と
い
う
の
も
、
当
該
（
パ
ナ
マ
新
国
際
私
法
典
）
八

七
条
で
は
、
副
次
的
に
義
務
履
行
地
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
際
的
性
質
を
有
す
る
労
働
協
約
に
最
も
適
切
な
法
律
は
、
様
々
な
法
域
に
分
散
し
た
グ
ル
ー
プ
企
業
ま

た
は
各
支
社
の
事
業
所
（sede social

）
を
基
準
と
し
て
決
定
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
義
務
履
行
地
法
は
、
各
支
社
の
多
国

籍
ス
キ
ー
ム
と
の
真
の
規
範
的
関
連
に
基
づ
い
て
お
ら
ず
、
労
働
協
約
に
お
け
る
当
事
者
の
意
思
自
治
規
則
の
補
足
規
範
と
し
て
は
、

あ
る
国
に
置
か
れ
た
本
社
の
事
業
所
所
在
地
と
の
方
が
真
の
規
範
的
関
連
性
を
有
す
る
。

（
三
）　
労
働
裁
判
管
轄

　

労
働
関
係
が
国
際
私
法
関
係
で
あ
る
場
合
、
裁
判
管
轄
の
抵
触
が
生
じ
る
。
労
働
関
係
が
抵
触
関
係
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
場
合

は
、
裁
判
管
轄
の
抵
触
は
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う（

（7
（

。
言
い
換
え
れ
ば
、
全
て
は
国
際
的
局
面
に
お
け
る
管
轄
裁
判
所
の
選
択
を
通
じ

て
始
ま
る
と
し
て
も
、
各
法
律
の
抵
触
と
裁
判
管
轄
の
抵
触
と
の
間
に
は
相
互
依
存
関
係
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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裁
判
管
轄
規
則
は
明
快
で
あ
り
、
労
働
契
約
の
履
行
が
パ
ナ
マ
で
行
わ
れ
た
場
合
、
ま
た
は
、
パ
ナ
マ
人
を
他
の
法
域
内
で
労
働

さ
せ
る
た
め
に
派
遣
す
る
労
働
契
約
が
パ
ナ
マ
で
締
結
さ
れ
た
場
合
は
、
労
働
裁
判
所
が
管
轄
権
を
有
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
外
国
法

廷
地
に
お
け
る
社
会
的
ま
た
は
経
済
的
保
護
が
パ
ナ
マ
の
労
働
実
質
法
に
定
め
ら
れ
た
諸
権
利
（
の
レ
ベ
ル
）
よ
り
も
低
い
場
合
、

裁
判
管
轄
規
範
は
正
し
い
規
範
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
法
解
釈
に
疑
義
が
あ
る
場
合
、「
労
働
者
に
と
っ
て
よ
り
有
利
な
解
釈
が

優
先
す
る
（in dubio pro operario

）」
と
い
う
、
労
働
法
に
と
っ
て
根
源
的
な
原
則
に
よ
り
、
労
働
者
は
よ
り
大
き
な
利
点
の
あ

る
法
廷
地
に
常
に
ア
ク
セ
ス
し
得
る
。
こ
の
労
働
法
に
と
っ
て
根
源
的
な
原
則
は
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
が
、
解
釈
に

基
づ
い
て
存
続
す
る（

（8
（

。

　

要
約
す
る
と
、
労
働
関
係
が
二
つ
の
法
律
に
従
う
場
合
、
お
よ
び
、
契
約
準
拠
法
（lex contractus

）
と
は
異
な
る
場
所
の
法
律

に
従
う
場
合
、
ま
た
は
、
契
約
準
拠
法
と
し
て
指
定
さ
れ
た
国
家
法
た
る
民
事
訴
訟
法
（derecho territorial de dicha norm

a

）

が
パ
ナ
マ
人
労
働
者
に
対
し
て
自
由
に
他
の
裁
判
管
轄
を
選
択
し
得
る
と
す
る
場
合
、
パ
ナ
マ
の
法
廷
は
除
外
さ
れ
る
。

4
　
国
際
代
理
契
約
お
よ
び
国
際
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
準
拠
法

　

商
人
ま
た
は
商
業
代
理
人
の
法
律
上
の
自
治
は
、
当
事
者
間
の
平
等
を
前
提
と
す
る
。
両
当
事
者
は
、（
法
律
）
関
係
の
（
存
続
）

期
間
に
つ
い
て
合
意
し
、
ま
た
、
と
り
わ
け
事
業
者
に
帰
責
性
の
あ
る
重
過
失
に
よ
る
（
法
律
関
係
の
）
解
除
事
由
を
決
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
的
契
約
破
棄
の
場
合
に
お
け
る
通
知
、
予
告
お
よ
び
損
害
賠
償
の
条
件
は
必
ず
し
も
明

ら
か
で
な
い（

（8
（

。
こ
の
た
め
、（
パ
ナ
マ
新
国
際
私
法
典
の
）
起
草
者
は
、
国
際
代
理
契
約
お
よ
び
国
際
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
つ
い

て
、
国
際
的
な
代
理
、
代
理
店
お
よ
び
商
品
流
通
の
分
野
に
お
け
る
七
〇
年
代
末
の
パ
ナ
マ
の
裁
判
管
轄
に
お
け
る
排
他
性
の
廃
止

の
事
実
も
踏
ま
え
、
非
対
等
当
事
者
間
ま
た
は
非
対
称
の
（
法
律
）
関
係
に
含
ま
れ
る
契
約
で
あ
る
と
し
た（

（8
（

。

　

提
携
契
約
に
お
け
る
一
方
的
破
棄
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
と
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
間
で
は
珍
し
く
な
い（

（8
（

。
こ
の
た
め
、
パ
ナ
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マ
新
国
際
私
法
典
で
は
、
当
事
者
間
の
均
衡
回
復
を
意
図
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
モ
デ
ル
に
従
い
、
抵
触
規
則
を
導
入
し
た
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
提
携
契
約
に
お
け
る
準
拠
法
に
関
し
て
、
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
当
事
者
の
管
轄
合
意
に
従
い
、
一
方
的
破
棄
に
よ
る

損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
は（

（8
（

、
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
代
理
契
約
ま
た
は
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
義
務
履
行
地
の
法
に
裁
判
管

轄
権
が
認
め
ら
れ
る
。

5
　
当
事
者
自
治
の
制
限

　

当
事
者
自
治
の
制
限
は
、
立
法
論
（lege ferenda

）
と
し
て
、
各
抵
触
解
決
制
度
の
規
範
的
基
準
に
よ
り
、
自
然
的
制
限
、
制
度

的
制
限
お
よ
び
政
策
的
制
限
に
分
類
さ
れ
る
。

（
一
）　
自
然
的
制
限

　

不
動
産
（bienes inm

uebles

）
は
、
そ
の
不
動
産
の
所
在
地
法
―
―lex rei sitae

―
―
に
従
う（

（8
（

。
こ
れ
は
、
客
観
的
な
連
結
の
中

で
、
場
所
に
着
目
し
た
属
地
的
連
結
に
あ
た
る
。
例
と
し
て
契
約
自
由
の
関
与
を
認
め
る
契
約
規
範
と
の
組
み
合
わ
せ
が
可
能
で
あ

る
。
パ
ナ
マ
に
所
在
す
る
不
動
産
に
つ
い
て
の
抵
当
権
設
定
契
約
に
つ
い
て
、
抵
当
権
の
被
担
保
債
権
の
支
払
い
は
フ
ロ
リ
ダ
銀
行

に
対
し
て
な
さ
れ
る
と
い
う
条
項
を
入
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
不
動
産
に
関
す
る
登
記
は
、
完
全
に
属
地
的
で
あ
る（

（8
（

。

（
二
）　
制
度
的
制
限

　

共
同
0

0

遺
言
の
禁
止
は（

（8
（

、
被
相
続
人
（cujus

）
が
そ
の
財
産
を
個
別
的
に
処
分
す
る
と
い
う
個
人
主
義
原
則
を
確
立
す
る
フ
ラ
ン
ス

法
か
ら
受
け
継
い
だ
原
則
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
コ
モ
ン
ロ
ー
（com

m
on law

）
の
法
文
化
で
は
、
中
世
の
記
憶
と
し
て
共

同
遺
言
制
度
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
民
事
債
務
の
限
界
に
関
す
る
憲
法
上
の
制
限
は
最
大
四
〇
年
で
あ
る（

（8
（

。
両
規
範
と
も
、
今
日
、

私
法
の
憲
法
化
（constitucionalism

o del derecho privado

）
と
呼
ば
れ
る
現
象
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
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（
三
）　
政
策
的
制
限

　

政
策
的
制
限
は
、
伝
統
的
な
抵
触
規
則
の
手
法
の
中
で
、
強
行
法
規
（ley de policía

）
ま
た
は
直
接
適
用
法
（leyes de 

aplicación inm
ediata

）
と
呼
ば
れ
る
も
の
と
、
国
際
的
公
序
（orden público internacional

）
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
二
つ
に
分
解

さ
れ
る
。
強
行
法
規
は
、
国
際
的
法
律
行
為
の
範
囲
内
の
抵
触
規
則
の
競
合
を
抑
制
す
る
強
制
的
に
遵
守
す
べ
き
命
令
規
範
の
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
、
労
働
法
規
範（

（8
（

、
刑
法
の
属
地
主
義（

（9
（

、
租
税
法
規
範（

（9
（

、
私
的
財
産
の
公
示
お
よ
び
体
系
に
関
す
る
規
範（

（9
（

が
こ
れ
に

該
当
す
る
。
要
す
る
に
、
最
低
単
位
と
し
て
の
個
人
に
対
し
て
国
家
が
方
式
や
行
為
を
課
す
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
規
範
の

こ
と
で
あ
る
。

　

国
際
的
公
序
〔
国
際
私
法
上
の
公
序
〕
と
は
、
法
廷
地
の
法
規
範
に
お
け
る
あ
る
外
国
法
ま
た
は
条
約
法
の
適
用
が
同
法
廷
地
国

の
基
本
原
則
を
侵
害
す
る
よ
う
な
場
合
に
、
そ
の
適
用
を
拒
絶
す
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
法
規
範
が
有
す
る
自
己
防
衛
の
こ
と
で
あ
る（

（9
（

。

例
え
ば
、
ド
イ
ツ
国
籍
を
有
す
る
被
相
続
人
の
財
産
に
関
す
る
相
続
に
お
け
る
養
子
の
除
外
に
関
し
て
、
相
続
人
の
資
格
は
死
亡
者

の
属
人
法
が
こ
れ
を
確
定
す
る
と
し
て
も
、
パ
ナ
マ
に
お
け
る
遺
言
相
続
手
続
の
中
で
の
同
人
の
相
続
人
資
格
の
除
外
は
、
わ
が
国

（
パ
ナ
マ
）
憲
法
に
お
け
る
子
の
平
等
に
関
す
る
基
本
原
則
を
侵
害
す
る
。

　

国
際
的
公
序
〔
国
際
私
法
上
の
公
序
〕
と
国
際
契
約
に
関
し
て
、
自
由
は
絶
対
的
で
は
な
い
。
国
際
的
公
序
〔
国
際
私
法
上
の
公
序
〕

は
、
国
際
契
約
を
締
結
す
る
制
限
行
為
能
力
者
の
保
護
規
則
に
お
い
て
現
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
聴
覚
障
害
者
の
制
限
行
為
能

力
は
、
契
約
が
絶
対
無
効
と
な
る
場
合
で
あ
り
、
こ
れ
は
国
際
的
公
序
の
概
念
に
含
ま
れ
る
。
国
際
契
約
制
度
に
お
い
て
、
国
際
的

公
序
〔
国
際
私
法
上
の
公
序
〕
は
、
契
約
目
的
物
に
関
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
現
れ
る
場
合
も
あ
る（

（9
（

。
不
法
な
輸
出
入
等
の
規

制
対
象
と
な
っ
て
い
る
物
品
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
チ
リ
の
文
化
財
を
カ
ナ
ダ
に
輸
出
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
本
契
約
に
お

け
る
目
的
物
（
文
化
財
）
は
、
そ
の
取
引
の
正
当
性
が
議
論
さ
れ
る
法
廷
地
の
公
序
に
反
す
る
た
め
、
国
際
的
公
序
〔
国
際
私
法
上

の
公
序
〕
に
違
反
す
る
。
同
様
に
、（
契
約
）
原
因
の
不
在
や
不
当
な
原
因
の
存
在
は
、
国
際
契
約
法
に
お
け
る
国
際
的
公
序
に
反
す
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る
。
極
東
の
刑
務
所
収
容
者
の
臓
器
売
買
は
、
自
由
意
思
に
基
づ
く
提
供
と
し
て
考
慮
さ
れ
得
な
い
。

（
四
）　
人
　
権

　

一
九
六
九
年
米
州
人
権
条
約
は
、
米
州
に
革
新
的
要
素
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
は
締
約
国
の
実
定
法
に
人
権
や
諸
原
則
と
し
て
統
合

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
人
権
は
、
各
種
権
利
が
侵
害
さ
れ
、
こ
れ
が
米
州
人
権
条
約
で
保
護
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
あ
ら
ゆ

る
訴
訟
手
続
に
お
い
て
援
用
さ
れ
得
る（

（9
（

。
人
権
お
よ
び
基
本
権
は
、
原
則
と
し
て
両
者
間
で
調
和
す
る
も
の
で
あ
る
。
人
権
の
適
用

に
対
す
る
制
限
は
、
あ
ら
ゆ
る
国
家
の
憲
法
に
基
づ
く
原
則
ル
ー
ル
の
中
に
見
出
さ
れ
る
。

（
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